
他団体との連携に関する情報 

 

登録番号 
団体名 千葉県エアロビック連盟 

307 

１．他団体との連携の希望 できれば連携したい 

２．連携を希望する相手 

町内自治会・地域運営員会  

行政 企業 他の市民活動団体  

学校 

３．連携する場合、団体が提供できるもの（こと） 

スキルを持った人材を派遣できる。 

〔スキルの内容：スポーツとしてのエアロビック指導、健康のための運動指導〕 

知識やノウハウを提供できる。 

〔知識やノウハウの内容：(公社）日本エアロビック連盟認定資格に関するノウハウ〕 

４．他団体と連携する際、相手方に費用負担を求めるか 

求める   

〔※内容や金額、条件等：講師料：4,000～6,000 円/交通費別途〕 

５．他団体と連携した実績（事例）や今後連携する予定 

連携相手（団体等の名称） 連携内容 

千葉市みなとくらぶ 
スローエアロビック教室の講師 

佐倉市手をつなぐ育成会 
スローエアロビック教室の講師 

千葉大付属特別支援学校 父

の樹会 

スローエアロビック教室の講師 

６．他団体と連携して行いたい取組の内容 

連携相手 連携して行いたい取組の内容 

学校 
エアロビックはリズムに合わせて楽しく運動出来るのでジュニアエア

ロビック検定の動きを応用した体つくり、表現つくりの指導が可能 

地域自治会 
中・高齢者のための健康つくりに役立つことが期待できるスローエア

ロビックの体験指導が可能 

企業 
オフィスのショートストレッチ、集合形式のコンディショニング教室な

どの指導が可能 

７．他団体と連携することについての考えや、連携する際の課題など。 

“エアロビクス”は激しい運動の印象がありますが、各年代の体や目的に合わせたプログラムがあります。そ

の“つらい”運動のイメージを変えるのが課題のひとつです。 

 

 


